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 明治時代に信仰を集めていたお堂
どう

や 祠
ほこら

。開発により消えていった自然豊かな行楽地。東京や北区について、

そのようなものをお調べの方に、手にとっていただきたい一冊があります。その名も『明治
め い じ

東京
とうきょう

名所
めいしょ

図会
ず え

』

上・下巻（東京堂出版、１９９７年）です。書名が、有名な『江戸名所図会』に似ていて、どうなんだろう

と思われがちですが、ページをめくってみれば、明治４０年代の地誌としてかなりの「すぐれもの」である

ことが分かります。この本は、東京史研究の基本文献である山
やま

下
した

重民
しげたみ

編『風俗
ふうぞく

画報
が ほ う

』の増刊号を再編集した

ものなのです。 

 『明治東京名所図会』下巻の「北郊
ほっこう

の部」を開いてみましょう。そこには、北区周辺の神社仏閣や行楽地、

お祭りのほか、名所とは言えない国の施設や民間の工場、それに伝説のたぐいも紹介されています。 

  滝野川村界隈
かいわい

は、植木などの園芸植物や、人参などの種子の生産で有名だったことが知られています。ま

た、紅葉の名所でもありました。それらに関係のある庭園や農園も掲載されています。今ではほとんど知ら

れていないものが多いので、そのいくつかを詳しく説明しましょう。 

 田端にあった庭園「筑波
つ く ば

園
えん

」は、都下で第一に見晴らしのよい庭園とあり「けやきの滝」というものが流

れていたそうです。名前から考えると、遠くに筑波山を望む場所だったのでしょう。滝野川の「滝野川園」

（正受院
しょうじゅいん

の西隣）という庭園については、茶亭があり紅葉の名所とあります。「康
こう

楽園
らくえん

」という農園（植物

園）も、滝野川にあり、西洋草花を専門にしていました。『日本農業雑誌』（読売新聞社発行）編

のための実地栽培試験場だった「西ケ原農園」というものも載っています。 

集

 

 こ

だ

 また、変わった農園としては、滝野川に、「養蜂
ようほう

園
えん

」という養蜂場がありました。そして、同

じく滝野川にあった「平田飼
し

禽
きん

場
じょう

」は、卵を生産する養鶏場
ようけいじょう

でした。 

 一般の農家で収穫される農産物についても集録されています。当時の王子町については「王子町は大字王

子を除くのほか、農業地多きを以
もっ

て其
その

の産物も亦
また

観
み

るべきものあり」とあります。それに続き「米、麦、各

所に産す」とありますから、この本が出版された明治４０年代、王子町の農家では、日本の多くの農村と同

様に、米と麦を生産していたことが分かります。さらに「大根、大字上十条下十条に産す。殊
こと

に上十条一部

の地は早蒔
はやまき

にて良品を出す。干大根は練馬大根の種類にて美味なり」とあります。その他、大字堀之内（現

在の堀船）のレンコン、上十条と下十条の白瓜（奈良漬けとして販売）、王子みやげとしてお茶が掲載され

ています。都市近郊農村ということで、園芸用の花木
か ぼ く

や、漬物用の野菜などが生産されていたということな

のでしょう。 

なお、残念なのは、赤羽周辺や浮間についての記述がないことです。 

の『明治東京名所図会』上・下巻は、北区立中央図書館（地域資料・東京）でご覧いた

けます。               

【北区の部屋・地域資料専門員 黒川徳男】 

北区こぼれ話

第３０回 
明治時代の東京や北区

の名所を調べるには 



北区の部屋・今月の展示 

【展示期間】 1 月 2７日（金） 

～２月 22 日（水） 

【場 所】   北区の部屋展示コーナー 

江戸時代、八代将軍徳川吉宗が桜を植えて以来、一躍人気の観光スポットとなった飛鳥山。 

しかし、人びとが飛鳥山に訪れた理由は桜だけではありません。そこで、今月の展示では、江戸・

明治そして、昭和などさまざまな時代の飛鳥山を取り上げ、当時の人びとが、飛鳥山に何を求めて

いたのかを探ります。 

 

 

 
 

 

 

 

が同時刊行されました！ 
「北区の歴史はじめの一歩」は、 

北区を７地区に分けてそれぞれの地域の特徴を、 

写真や図版、地図などでわかりやすく解説した地域歴史入門書として作成しました。 

今回の「赤羽西地区編」では、江戸時代の村の様子や、盛んであった野菜生産の話、「軍都」北区

にあった軍事施設のこと、戦後の復興とともに変わってきた赤羽周辺の様子などを掲載。 

「滝野川西地区編」では、中山道周辺の種屋のようすや、江戸時代の名所としての滝野川のこと、

大砲製造所と千川上水のはなしや、田端文士芸術家村について紹介しています。 

どちらも巻末には、それぞれの地域の事典と題し、駅・鉄道・川・橋や道・石碑、石像物・寺院・

神社なども紹介。その場所をマップに記載して地域めぐりの案内書にも活用できるようにしてい

ます。また、小学生にも理解出来るよう工夫し、地域学習の参考として、区内小中学校の図書室

や該当地域の区立小学生（３年生）に無料で配布する予定です。 

Ｂ５判、赤羽西地区編６４頁、滝野川西地区編６８頁。 

この冊子は、区内図書館で貸出するほか、１冊３００円で販売もしています。 

【販売場所】 

中央図書館レファレンスカウンター、飛鳥山博物館、区政資料室（北区役所第一庁舎１階） 

また、既刊「赤羽東地区編」「王子東地区編」「滝野川東地区編」も好評発売中です。 

ぜひ、一度手にとってご覧ください。（お問い合わせは中央図書館図書係 03-5993-1125 へ） 

 

 中央図書館 

「北区の部屋」では、 

北区の歴史に 

関わる資料を 

探しています！ 

皆さんのお宅に、北区に関わる古い写真や地図・文書などは眠っていま

せんか？ 中央図書館「北区の部屋」では、このような資料を地域資料

として収集しています。江戸・明治期だけでなく、大正・昭和の資料も

地域を知るための大変貴重な資料となりますので、ぜひご一報ください。

 

 

 

赤羽西地区編 滝野川西地区編
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 第２９回の「北区こぼれ話」のコーナーで、農民の名前、特に苗字
みょうじ

について記
しる

しましたが、武士
ぶ し

の名前の方
ほう

がわかりにくい、といった声もよく聞きます。そこで、今回は武士の名前について紹介

します。 

 江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の武士の名前は、基
き

本
ほん

的
てき

に「 苗
みょう

字
じ

」＋「通
つう

称
しょう

」＋「諱
いみな

」で構成されていて、通常は「苗

字」＋「通称」で名
な

乗
の

ります。滝
たき

野
の

川
がわ

村
むら

の 領
りょう

主
しゅ

であった旗
はた

本
もと

野
の

間
ま

氏
し

の三代目「野間
の ま

與五右衛門
よ ご え も ん

政
まさ

次
つぐ

」を例に言えば、「野間」が苗字、「與五右衛門」が通称、「政次」が諱（本名のこと）で、史
し

料
りょう

に

は「野間與五右衛門」と登
と う

場
じょう

します。周
まわ

りからも「與
よ

五
ご

右
え

衛
も

門
ん

殿
どの

!」なんて呼
よ

ばれていたのでしょ

う。逆に言
い

えば、 諱
いみな

はほとんど使われることはありません。 

 一般に「通称」は、家で引
ひ

き継
つ

がれ、野間家では五代目の「正
まさ

利
とし

」や十二代目の「正保
まさやす

」も「與
よ

五
ご

右
え

衛
も

門
ん

」を名乗っています。さらに、当
とう

主
しゅ

が代々同じ「通称」を名乗る家も多く、東
とう

叡
えい

山
ざん

寛
かん

永
えい

寺
じ

の所
しょ

領
りょう

を支配していた田
た

村
むら

権
ごん

右
え

衛門
も ん

の家では、江戸時代を通
つう

じて、当主は「権
ごん

右
え

衛門
も ん

」です。 

 さて、この「通称」は、一定の位
い

階
かい

に就
つ

き、受
じゅ

領
りょう

名
めい

（ 越前
えちぜんの

守
かみ

など）や官
かん

職
しょく

名
めい

（雅楽
う た の

頭
かみ

など）

が与えられると、以後は名乗らなくなります。野間家十二代目「野間與五右衛門」（正保）も、「越
えっ

中
ちゅう

守
のかみ

」に叙
じょ

任
にん

されて以降、「野
の

間
ま

越
えっ

中
ちゅう

守
のかみ

」を名乗ることになりました。 

越
中
守
？

 これが非
ひ

常
じょう

に理
り

解
かい

しづらいと見え、「野
の

間
ま

越
えっ

中
ちゅうの

守
かみ

って、本
ほん

名
みょう

は與
よ

五
ご

右
え

衛
も

門
ん

なんでしょ？」と

よく聞かれます。「違
ちが

う」と答えると、「えっ？えっ?!」となるようなのですが、與五右衛門は、あ

くまで叙任される以前までに名乗っていた「通称」であり、別に本名という訳ではあり

ません。本名と言うなら、叙任以前も以後も変わることなく、諱である「正保」です。 

 與

五

右

衛

門 

？ 

 野間家の場合、系
けい

譜
ふ

書
がき

が残っていたので「政次」や「正保」なども諱を確認できま

したが、史料に記
しる

されないことが多いため、実際には実名不明の武士は

非常に多いのです。 

 以
い

上
じょう

、簡
か

わか

ん

単
たん

に武士の名前について説明してみましたが、何となくでも

判りましたか?! 

【北区の部屋・地域資料専門員 保垣孝幸】 

 

武士の名前 



 

 

２月２４日（金）～ 

３月２９日（木） 

 

 

 

 

 

展示 

今月は、北区図書館活動区

民の会・地域資料部会が企

画運営する展示です。 

北区の同潤会住宅 
１月２８日に中央図書館で行われた、区民の会 

地域資料部会企画・運営講演会「北区の同潤会住宅」の関連

展示を行います。 

関東大震災後復興事業として、赤羽や十条にも同潤会住宅が

つくられました。講演会の内容を盛り込み、そのなりたちや

背景について展示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域資料・新着案内 

書   名 著 者・編 者 発  行 

重要無形文化財保持者（人間国宝） 

   奥山峰石仕事集 
 奥山峰石 

池波正太郎の東京・下町を歩く 常盤新平/著 KK ベストセラーズ 

韓流パラダイス新大久保へようこそ （別冊家庭画報） 世界文化社 

北区長に聞く-２０１２新春-（DVD） 北区政策経営部広報課/編 北区政策経営部広報課 

東京人 ２０１２年３月号（３０６号） 

特集：東京鉄道遺産１００ 
都市出版/編 都市出版 

日本文学史 近代・現代篇４（文庫版） ドナルド・キーン/著 中央公論新社 

東京都北区各会計予算（平成２４年度） 北区政策経営部財政課/編 北区政策経営部財政課 

東京都北区予算説明書（平成２４年度） 北区政策経営部財政課/編 北区政策経営部財政課 

東京都北区補正予算・補正予算説明書（平

成 2４年第１回定例会） 
北区政策経営部財政課/編 北区政策経営部財政課 

 

 

 

今月の予定  中央図書館公開歴史講座 

        飛鳥山に桜を植えたら・・・ 
～地域資料から見る北区にとっての飛鳥山～ 

吉宗による植樹以降、北区の村々はどう変わったのか？ 

 
講演会 

地域の視点から飛鳥山の植樹政策をお話しします。 

日時：３月１０日（土） 午後２時～４時 
場所：中央図書館（３階ホール） 
講師：北区の部屋・保垣孝幸地域資料専門員 

     （募集は終了しました） 

皆
さ
ん
の
お
宅
に
、
北
区

に
関
わ
る
古
い
写
真
や
地

図
・
文
書
な
ど
は
眠
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？

中
央
図
書
館 

「
北
区
の
部
屋
」
で
は
、

北
区
の
歴
史
に 

関
わ
る
資
料
を 

探
し
て
い
ま
す
！ 

中
央
図
書
館
「
北
区
の
部
屋
」
で
は
、
こ
の
よ

う
な
資
料
を
地
域
資
料
と
し
て
収
集
し
て
い
ま

す
。
江
戸
・
明
治
期
だ
け
で
な
く
、
大
正
・
昭
和

の
資
料
も
地
域
を
知
る
た
め
の
大
変
貴
重
な
資

料
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
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 関東大震災の後、東京府は、各区役所や町村役場、警察署、学校

から「美談」を集めました。そして、それらは救命・防火・責任・

愛情・救護の五つに分けられ『大正
たいしょう

震災
しんさい

美
び

績
せき

』（東京府編、大正１３

年）に掲載されました。その本の序文には「人類愛」「犠牲の精神」

「慈愛」「驚異
きょうい

賛嘆
さんたん

すべき一大美績」などの文字が躍っています。 

 

 この『大正震災美績』の中に、滝野川町の様子を紹介した「篤志
と く し

家
か

が多くて幸福な町」という一文があります。文の冒頭は、滝野川町

長の「全町を挙げて克
よ

く活動し、これという遺憾
い か ん

な点もなかった。

が、其の中にも渋沢
しぶさわ

子爵
ししゃく

を初め多くの篤志家があって」という言葉

から始まります。この文によれば、震災の翌日の夜には、１７万か

ら１８万の人々が、下町や都心から、滝野川町に避難してきたそうです。 
そこで、飛鳥山邸に住んでいた渋沢栄一は、避難民のために、郷里の埼玉 
県から３千から４千俵の米を買い入れました。荒川鉄橋が不通のため、荷馬車やトラックの輸送賃

自費で支払ったというのです。また、飛鳥山の邸宅は開放され、滝野川町の食糧本部の

うになり、味噌や野菜、缶詰などが、うず高く積まれたのだそうで

渋沢家は、４００枚の布団を買い入れ寄付したともあります。

も

よ

す。  
 古河

ふるかわ

た き のがわ

た く じ し ょ

邸も、震災とともに開放されました。９月２日の夜には、邸内

に約３千人が避難したそうです。そして、古河邸には「滝野川町
まち

救療所
きゅうりょうじょ

」との名前が付けられま

した。古河家は、私費２万円を投じて薬品を購入し、けが人などの治療に役立てたそうです。結局、

邸内には、２３棟ものバラックや、託児所が設けられました。 
 惜しいことに、この文章は「滝野川町には篤志家がいてよかった」というだけで終わっています。

では、将来、篤志家がいなくなったらどうするのか、あるいは、篤志家の善意を前提にするとして

も、彼らと協定のようなものを結んでおくことの必要性について、一言付け加えたほうが、意義の

ある文になったと思うのですが、いかがでしょうか。 
【北区の部屋・地域資料専門員 黒川徳男】 

美談を語ることの難しさ 
－関東大震災の美談集に描かれた滝野川町－

北区こぼれ話 
第３２回 

「大正震災美績」 

東京府編 大正 13 年



  北区の部屋 今月の展示    会期： ３月３１日（土）～４月２５日（水） 

地図の個性－こんなにちがうトロッコ線路や引込線の描かれ方－ 

 地図は、万能ではないのです。同じ場所を描くにしても、何を描くかは、地図に

よって異なるのです。例えば、ほぼ一つの地点に、丁目の境界、工場の境界、河川、

区道、線路、踏切、並木、鉄塔、ガケなどが、集中してあったとします。しかし、

かなり小さなスペースに、それら全部の地図記号を描くのは不可能です。結果的に、

この中のどれかを選択することになります。つまり、地図によって、描き方に差ができてしまうのです。 

 今回の展示では、かつて区内にあった陸軍
りくぐん

造兵廠
ぞうへいしょう

軽便
けいべん

線
せん

（軍用トロッコ）や旧国鉄の引込線などの描か

れ方が、地図によって、どう異なっているのかをお示し、地図の個性について明らかにします。 

 

 

 

 

 
 
 
 

「北区さくら体操」（北区健康生きが

い課編集）は、中高年期にある人たち

が、さくらの花々に思いを寄せなが

ら、楽しく体操を続け、体力を保持し、

転倒を予防することを目的に、北区

が、平成１５年６月、武井正子順天堂

大学名誉教授監修のもとに團伊玖磨

氏作曲の「北区のうた」に合わせて振

り付けた健康体操です。 

このたび、DVD（立って行う体操編）

と CD（改定版）が新たに発行され、

各図書館でも貸出を始めました。 

ご自宅で、またグループの集会等でぜ

ひご活用ください。 

（DVD（イス編）・ビデオカセット・

カセットテープ・も中央図書館で所蔵

しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 
北区公開歴史講座 

飛鳥山に桜を植えたら・・・ 

～地域資料から見る 

北区にとっての飛鳥山～ 

が開催されました。 

３月１０日（土）中央図書館３階ホールで、保垣孝幸

地域資料専門員による講座が、多くの区民の皆さまのご

参加をいただき、盛況のうちに行われました。 

北区の戸部家から発見され、現在調査・整理中の文書を

中心に、吉宗が飛鳥山に桜を

植樹した背景や当時の様子な

ど興味深い内容で大変好評で

した。 

 

 

「北区さくら体操」の DVD、CD
は、図書館によって図書資料扱いと

している場合と、AV（視聴覚）資

料扱いとしている場合があります。

お探しの際はご注意ください。 

古文書入門講座 「北区の古文書 基礎の基礎」 

のお知らせ 
開催期間：平成２４年５月１１日から６月１５日まで 

の毎週金曜日（全６回） 

時間：午前１０時～１２時 

場所：中央図書館３階ホール 

対象：区内在住・在勤・在学の１８歳以上の方 

講師：保垣孝幸 地域資料専門員 

申込方法：４月１０日号の北区ニュースをご覧いただく

か中央図書館事業係（☎03-5993-1125）にお問い合

わせください。 



昭和２６年刊行『北区史』より 

台地から見た堀船・中里方面（上）

昭和町方面（下） 
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 みなさんは『北区史』がいつ頃から編纂
へんさん

が開始されたかご存知でしょうか。１９４７年（昭和２

２）３月に北区が誕生してから、これまでに３度の編纂事業が行われ、それぞれ『北区史』『新修
しんしゅう

北

区史』『北区史』を刊行してきました。その最初の『北区史』編纂は、北区誕生の２年後、１９４

９年（昭和２４）に事業がスタートし、１９５１年（昭和２６）に刊行されました。私自身、知識

としては知っており、特に何とも思っていなかったのですが、最近、改めて考えてみると実はすご

いことだと思うようになりました。 

 そもそも、編纂事業がスタートした１９４９年はまだまだ戦後
せ ん ご

復興
ふっこう

の最中
さ な か

。北区でいえば、区役

所庁舎が完成し、空襲後
くうしゅうご

に王子第一小学校の教室を仮庁舎としていた状態からようやく抜け出た年

でもあります。日本自体がまだ占領下
せんりょうか

にあり、人びとの日常の生活も米穀
べいこく

通帳
つうちょう

や配給
はいきゅう

切符
き っ ぷ

などを利

用する統制下
と う せ い か

に置かれた状況でした。あちらこちらに空襲の爪痕
つめあと

も残っており、都電路線の復旧
ふっきゅう

工

事がようやく完了したのもこの年です。こうしたなかで最初の『北区史』は作られていったのです。 

 この本の「序」で田口
た ぐ ち

安蔵
やすぞう

区長（当時）は、「北区の将来」の発展を考える上で、「これまで歩み

来た過去の姿」を知ることが重要だから編纂事業に着手した

旨を記していますが、同時に「終戦後の混乱と荒廃
こうはい

の中から

平和な社会を打ちたてる為に懸命
けんめい

の努力を払って再建
さいけん

に邁進
まいしん

して来た私達も、漸
ようや

く人心
じんしん

の安定と秩序の恢復
かいふく

を見るに至っ

た今日から当時を回想するとまことに感無量
かんむりょう

なものがありま

す」と記しています。すなわち、一方では、戦後の混乱と荒

廃の中で復興に向けた「懸命
けんめい

の努力」が払われてきたこと、

そして、これをきちんと記録として残しておくことが意図さ

れていたものと思われます。 

 東日本大震災から一年が経過した現在、少しずつ復興への

足音も聞こえるようになりました。これまでに地域が歩んで

きた記録を大切に引き継ぐこと。それと同時に、今、現在進

行形で行われていることをしっかり記録し確実に後世へと伝

えていくこと。この重要性を痛感させられるなかで、改めて

『北区史』の意味を問い直した次第です。みなさんは震災で

何を学びましたか？ 

【北区の部屋・地域資料専門員 保垣孝幸】 

震災から一年が経って  

「東日本大震災」から学ぶ 



 
北区の部屋 ４～５月期 展示 

「校歌にみる北区の風景」 

期間：４月２７日（金）～５月２３日（水）

場所：北区の部屋 展示コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DVD(映像)資料 新着案内  

 

 このたび、北区立中央図書館では北区の部屋で所蔵している昭和３０年代の北区が

撮影された１６ミリフィルム３点を DVD 化し貸出を開始しました。 

なつかしい北区の姿をぜひご覧ください。 

北区の部屋の DVD 資料の棚にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

地域資料 新着案内  

     タ イ ト ル 著 者/編 者 出 版 社 

月刊ジェイ・ノベル 2012 年 4 月号 

（北区内田康夫ミステリー文学賞発表） 
 実業之日本社 

未知しらべ道しるべ 北区文化財ガイドブック 北区飛鳥山博物館 北区飛鳥山博物館 

「弦さんぽ」さくらの町で歌探し 弦哲也 

北区の演歌座 2011 【DVD】 
北区政策経営部広報課 北区政策経営部広報課 

北区伝統工芸保存会 

伝え継ぐ、伝統のものづくり 【DVD】 
北区地域振興部産業振興課 

北区地域振興部 

産業振興課 

東京都名誉都民小伝 東京都生活文化局 東京都生活文化局 
 

校歌は、作られた時代などによって様々な違いがあ

りますが、多くの場合、所在地周辺の自然や風土、

具体的な地名などが校名とともに盛り込まれます。

そこで、今回の展示では、区内の小学校校歌を取り

上げ、そこに描かれている北区の風景を探ります。 

①開都五百年記念大東京祭 北区東京まつり（１１分５秒） 
内容：太田道灌江戸開都五百年記念大東京祭における北区内行事の映像 

制作年（推定）：昭和３１年。 

 
②躍進する北区 区政施行十周年記念（２０分５５秒） 
内容：北区区政十周年の祝賀行事や当時の区政の紹介等の映像 

制作年（推定）：昭和３２年 

 
③躍進する北区 新庁舎建設の記録（３２分１３秒） 
内容：北区役所現庁舎が建設される顛末を撮ったもの 

制作年（推定）：昭和３５年 
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様々な地方の役所の方や、郷土史家などの皆様から、北区の部屋へ、しばしば奇妙な地名の問い

合わせがあります。「下岩淵町」「下王子町」「下滝野川町」や「外滝野川町」「外王子村」「外岩淵

町」などについてです。 

 その一例としてお話ししますが、下岩淵町と聞いたとき、現在の志茂には、かつて「下」という

字が使われていたので「岩
い わ

淵
ぶ ち

町
ま ち

大
お お

字
あ ざ

下
し も

」のことではないかと思いました。しかし、そうではなく、

はっきりと「下岩淵町」と書いてあるというのです。上十条や下十条のような区分のことかな、な

どと考えながら、さらに確認させていただくと、その前に「東京府」と書いてあるとのことでした。

そこで「ああそうか」と理解できました。つまり「 東京
とうきょう

府下
ふ か

岩淵
いわぶち

町
まち

」と書かれているのです。「東

京府下」の「岩淵町」という意味です。この表記は「東京府」の「下岩淵町」と誤解されやすいの

です。 

 現在も、東京都の区部以外について「 東京
とうきょう

都下
と か

」や「都下」という表現があります。それと同

様に、戦前の東京府のうち、東京市以外の町村を表すときに「東京府下」や「府下」という言葉を

用いたのです。手紙の宛先などを書くときに、よく使われた表現です。 

 つぎに「外滝野川町」や「外王子町」などですが「はて、内とか外とかそんな区分があったかな？

そんな地名聞いたことないけど、昔はそういうふうに分かれていたのか？」などとも考えました。

そして、再度、確認してみると「東京市外
とうきょうしがい

滝野
た き の

川村
がわむら

」や「市外
し が い

王子
お う じ

町
まち

」と書かれているようなので

す。なるほど、それならば、東京市外の滝野川村であり、市外の王子町という意味です。昭和７年

（１９３２）１０月１日に、東京市域は拡張され、滝野川区や王子区などができました。しかし、

それ以前、岩淵町・王子町・滝野川町などの町村は、東京市の外の北豊島郡にあったわけです。そ

のため、手紙の宛先などに「市外」や「東京市外」といった表現が使われていました（市内と市外

で郵便料金が違う時代もありました）。わかってみると、笑い話のようなことですが、不意に聞か

れると考え込んでしまいます。                 【北区の部屋・地域資料専門員 黒川徳男】 

                         

 
 
 
 
 
 

奇妙な地名「下岩淵
しもいわぶち

町
まち

」や 

「外
そと

滝野川町
たきのがわまち

」とは？ 

郵便葉書に書かれた 

「東京市外岩淵町」 

（当館所蔵「柴田家文書」）

封筒に書かれた 

「東京府下岩淵町」 

（当館所蔵「柴田家文書」） 



 北区の部屋 ５～６月展示  

展示期間  

５月２５日（金）～６月２７日（水） 
 

ＮＨＫ総合テレビにおいて、司馬遼太郎氏の小

説『坂の上の雲』がドラマ化されたのは、記憶に

新しいところです。その主人公は、海軍士官の秋

山真之と、歌人の正岡子規でした。北区には、子

規の墓所や陸海軍の工場など『坂の上の雲』に、

直接、間接に関わる場所が数多くあります。 

 今回の展示では、その中からいくつかをピック

アップしてご紹介いたします。小説中の文章や、

古今の写真などとともにお楽しみ下さい。 

海軍下瀬火薬製造所跡地

付近にある「下瀬坂」 

田端の大龍寺にあ

る正岡子規の墓 

  ２０１１年度 北区立図書館 地域資料 貸出ベスト２０       

順位 貸出回数 書      名 著者/編者 出版社 所蔵数

 １ 

 ２ 

 ３ 

４ 

 ５ 

 ６ 

 ６ 

 ８ 

 ９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

1５ 

17 

18 

19 

20 

２７３ 

２５０ 

１８４ 

１６６ 

１５４ 

１２０ 

１２０ 

１１２ 

  ８３ 

  ７９ 

７３ 

７２ 

６８ 

  ６６ 

６５ 

６５ 

６４ 

６１ 

  ６０ 

  ５７ 

ＴＯＫＹＯ北区時間 2011 

東京都北区赤羽１ 

東京都北区赤羽２ 

東京都北区赤羽６ 

東京都北区赤羽５ 

昭和３０・４０年代の北区 

東京都北区赤羽４ 

東京生活 Ｎｏ．３０ 

北区の歴史はじめの一歩赤羽東地区編 

東京都北区赤羽７ 

北区の歴史はじめの一歩王子東地区編 

東京都北区赤羽３ 

北区史跡散歩〔新版〕 

ぶらっと寄り道江戸歩き 

おさんぽ東京下町 

大衆酒場巡礼記〔ＤＶＤ〕 

都バスで行く東京散歩 

東京下町案内 

北区の歴史はじめの一歩滝野川東地区編 

東京★千円で酔える店 

東京商工会議所北支部 他

清野とおる 

清野とおる 

清野とおる 

清野とおる 

三冬社 

清野とおる 

 

黒川徳男/保垣孝幸 

清野とおる 

黒川徳男/保垣孝幸 

清野とおる 

芦田正次郎/工藤信一 

江戸めぐりの会 

 

北区地域振興部産業振興課 

加藤佳一 

 

黒川徳男/保垣孝幸 

さくらいよしえ/せんべろ

委員会 

東京商工会議所北支部 

Ｂｂｍｆマガジン 

Ｂｂｍｆマガジン 

Ｂｂｍｆマガジン 

Ｂｂｍｆマガジン 

三冬社 

Ｂｂｍｆマガジン 

枻出版社 

北区立中央図書館 

Ｂｂｍｆマガジン 

北区立中央図書館 

Ｂｂｍｆマガジン 

学生社 

ＰＨＰ研究所 

ＪＴＢパブリッシング 

北区地域振興部産業振興課

洋泉社 

枻出版社 

北区立中央図書館 

 

45 

11 

9 

7 

7 

51 

6 

23 

91 

6 

84 

8 

26 

14 

9 

15 

15 

15 

86 

8 

 「北区の歴史はじめの一歩（中央図書館発行）」 
６月１日から滝野川・赤羽図書館でも販売を始めます。 

・中央図書館（レファレンスカウンター）  

・区政資料室（北区役所第１庁舎）        

・飛鳥山博物館 ・滝野川図書館・赤羽図書館   

各巻とも 

 

 

 
１冊３００円 

北区と小説『坂の上の雲』 
の時代 

販売

場所 


